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個品データ社会を支える「見えないインフラ」
　近年、私たちが向き合う現場では、これまで「同じ商品」として扱われて
きたモノを、一つ一つ異なる「個品」として管理しようとする動きが広がっ
ています。個品単位でモノを識別し、管理する考え方そのものは、決して
新しいものではありません。製造業では品質管理やトレーサビリティの観
点から、医療分野では安全性や流通管理の観点から、以前より個品ごと
のデータを管理する仕組みが活用されてきました。
　モノにひも付くデータは、さらに増え続けています。どこで作られ、どの
ように流通し、どのような状態で届けられたのか。社会や産業が、より正
確で信頼できる情報を求める中で、個品単位のデータを扱う仕組みは、
特定業界だけではなく、その活用領域を拡大し始めています。
　サトーも、長年にわたりこうした現場に向き合ってきました。私たちは、
モノや人に必要な情報を正確にひも付け、それを業務の中で機能させる

「タギング」を提供してきました。単にプリンターやラベルを販売するので
はなく、ソフトウェアや保守サポートも含め、日々の業務の中で安定的に
運用される形として定着させることを大切にしてきたのです。サトーのコ
アビジネスの約7割は、このような継続的な取引を基盤としています。食
品、医療、物流、製造など、社会に欠かせない現場で使われ続けることで、
サトーは「見えないインフラ」としての役割を果たしてきました。
　そして今、その個品管理の考え方は広がりつつあります。米国では、
GS1 USが推進する「Sunrise 2027」（コラム参照）によって、従来のバー
コードから、より多くのデータを扱える2次元コード対応への方針が打ち
出されました。私は、この変化を単なる表示手段の進化とは捉えていませ
ん。個品単位で扱われるデータ量は飛躍的に増え、企業や業界を越えた
活用が本格化していく。個品データを継続運用できることが、これからの
社会や産業を支える新たなインフラになっていく――その時代が、いよ
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いよ現実になり始めていると強く感じています。
　私自身、学生時代にアパレルの現場で働いた経験があります。バックヤー
ドでは、入荷確認や棚卸しなど、多くの作業が人の手に頼っていました。本
来は、売り場でお客さまと向き合うために働いていたのに、現実には情報
を確認し続ける仕事に多くの時間が費やされていた。その経験から私は、

「必要な情報が、必要な場所で正確につながること」が、現場を支える上で
どれほど重要かを強く意識するようになりました。そして、その環境が整う
ことで、人は本来持っている力を現場でもっと活かせるのだと思います。
　この考えのもと、サトーは2024年に「Perfect and Unique Tagging

（PUT）」を掲げました。PUTは、あらゆるモノを個品単位で識別し、正確
なデータを取得・活用していく構想です。これは、私たちが全く新しい領
域に踏み出すということではありません。これまで多様な現場で培ってき
た知見と実装力を、個品データの流通・活用が広がる中でさらに進化さ
せていくものです。

　さらに重要になるのが、個品データを企業や業界を越えて活用するため
の「規格化」です。サトーはこれまでも、関係省庁や業界団体によるルール
メイキングの議論に関わりながら、その規格を安定運用できる仕組みとし
て実装してきました。規格化の方向性を理解し、それを業務プロセスへ組
み込み、使い続けられる状態までつくり切る。この「現場実装力」こそ、個品
データが業界を越えて流通する時代における私たちの競争優位です。
　今後、個品データの活用が広がることで、需給調整の最適化やパーソ
ナライズされたサービス、さらには回収・再利用を前提とした循環型社会
への対応など、産業の在り方そのものにも変化が生まれていくと考えて
います。モノが「いつ、どこで、どのように流通・使用・循環したのか」という
情報が活用される世界では、製造から物流、販売、リサイクルに至るまで、
これまで分断されていた情報がつながり始めます。その中で重要になる
のは、単にデータを取得することではなく、それを誰もが正しく継続的に
活用できる状態を支えることです。

　サトーは、自動認識技術の選定から、最適な運用設計、保守サポートま
でを一貫して提供することで、個品データが流通・活用される世界を「構
想」で終わらせず、現場で機能する仕組みとして支え続けていきます。今
後は、ソフトウェアや保守サポートの強化に加え、商品の包装の段階から
個品単位で情報を付与する技術や、トレーサビリティや証跡管理など、個
品データの継続運用を支える領域へも事業を広げ、高付加価値なリカー
リング型事業※への転換を進めていきます。

現場実装力を、持続的な成長力へ
　2025年度は、日本事業が好調に推移した一方、海外では地域ごとに状
況が分かれました。私は、この違いは、サトーが強みとしてきた「現場に深
く入り込み、運用まで支える価値」を、各地域でどこまで実践できているか
の差でもあると感じています。現在は、コアビジネスの収益性改善に取り

※ リカーリング型事業：商品・サービスの継続利用により収益を得る事業

タギングの高度化
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「Sunrise 2027」がもたらす成長機会

　「Sunrise 2027」は、流通標準を策定する国際機関GS1の米国
組織であるGS1 USが推進する、米国小売業におけるPOSシステ
ムの2次元コード対応を見据えた取り組みです。2次元コード対応
の広がりにより、個品単位でより多くの情報を活用できる環境整
備が進み、流通業務の効率化やトレーサビリティの高度化、消費者
との新たな接点づくりなどが期待されています。サトーは、タギン
グの知見と現場実装力を活かし、個品データ活用の広がりを支え
ていきます。

既存タギング

同種商品は個品でも同ID 同種商品でも個品ごとに個別ID

手動／半自動 半自動 全自動

現場・シーン単独 サプライチェーン横断

高度なタギング
（Perfect and Unique Tagging）標準タギング組み合わせ

情報レベル

自動化レベル

活用レベル
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組みながら、現場運用まで踏み込んだ高付加価値提案を地域ごとに最適
化し、グローバル全体で効率的に提供できる体制づくりを進めています。
　一方で、コアビジネスを取り巻く価格競争は年々厳しさを増していま
す。特にハード単体では価格競争も厳しく、原材料価格の高騰への対応
も含め、収益性の維持・向上が重要な経営課題となっています。こうした
環境の中、サトーではプリンターの制御や接続に関わる部分を共通化す
るプラットフォームを構築し、2025年度には、このプラットフォームを採
用した第1号となる主力モデルを発売しました。これを起点に、開発・製造
プロセスの効率化と機種構成の最適化を進め、継続的に利益を確保でき
る商品づくりをめざします。
　もっとも、サトーの価値は商品単体だけで生まれるものではありません。
私たちは1990年代より、現場での運用支援を軸に、プリンターやサプライ
に加え、ソフトウェアや保守サポートを組み合わせた「コト売り」を磨いてきま
した。私は、現場の課題は、機器を納めるだけでは本当の解決にならないと
考えています。実際には、お客さまごとに業務や運用は異なり、現場で安定し
て使い続けられる状態をつくるには、導入後も細やかな調整や支援が欠か
せません。そのためサトーは、現場オペレーションに合わせて最適な運用・仕
組みをつくり上げることを大切にしてきました。現場に深く入り込み、運用ま
で支えることで、お客さまの信頼を積み重ねてきました。その結果、継続的
な関係が生まれ、価格だけでは測れない価値につながっています。
　同時に、現場密着型の事業モデルを持続的な成長につなげていくため
には、収益性との両立も重要になります。営業・SE・保守担当など多くの人
財を必要とするため、販管費が増加しやすい側面もあるからです。そこで日
本事業では、営業活動の評価軸を売上から粗利へと見直し、営業組織をエ
リア制へ移行しました。地域内での連携やノウハウ共有を進めながら、継続
的な取引と収益性の両立を意識した営業活動への転換を進めています。ま

だ取り組みは始まったばかりですが、一定の手応えを感じ始めています。
　海外においても、サトーの強みである「コト売り」をしっかり根づかせてい
くことが重要です。サトーは27の国・地域に拠点を持ち、日本では直接販売
を中心に、海外ではビジネスパートナーとの連携を通じて、各地域の現場課
題に向き合ってきました。私は、個品管理や規格化が進むほど、それを現場
で安定運用できる力の重要性はさらに高まっていくと考えています。一方
で、現場密着型のモデルを海外で展開していくことは簡単ではありません。
業界や地域ごとに業務や運用は異なり、人財育成にも時間がかかります。
　そのため現在は、重点市場・重点領域へリソースを優先的に配分し、各地
域で培った知見を共通解として展開しています。簡単なことではありません
が、一つ一つの取り組みを積み重ねながら、グローバルでもサトーらしい価
値提供を強化していきたいと考えています。
　あわせて、グローバルで「SATO」が何を実現する企業なのかを、より明確
に発信していくことも重要です。グループCEO就任後、海外の各拠点を回る
中で、現地での認知度が商談獲得にも大きく影響することを実感しました。
サトーが単なる機器メーカーとして認識されている場面も少なくありませ
ん。こうした課題認識のもと、現在、パーパスを含む上位概念の再整理、ブラ
ンドの再構築を進めています。サトーがめざす姿をグローバルで共有し、一
人一人の従業員が同じ方向を向いて行動できる組織づくりにつなげること
で、世界中のお客さまとより良い関係を築いていきます。

PUTが、企業価値を変えていく
　PBRを含む資本市場からの評価については、重要な経営課題の一つと
して認識しています。サトーの資産や将来の成長力が、資本市場から十分
に評価されていない現状を、経営として重く受け止めています。
　私は、この評価を変えていくためには、短期的な収益性の改善だけでは

不十分だと感じています。サトーがめざす成長の方向性と、その実現力を着
実に示していかなければ、市場からの信頼は得られません。日本でも2040
年度を見据え、製造・物流・医療・資源循環など、私たちが取引先を持つ領
域を中心に、社会課題の解決に向けた官民投資が進んでいます。サトーは、
現場でモノと情報を正確につなぐインフラを提供することで、こうした産業
の変革を支える存在だと考えています。この変化を成長機会として着実に
取り込みながら、コアビジネスの収益性改善を進めるとともに、PUT構想を
通じた新たな価値提供の具体化にも取り組んでいます。その一環として、ス
マートパッケージング領域の強化に向け平野屋物産をグループに迎えました

（詳しくはP.13をご覧ください）。今後も、外部パートナーとの共創やM&A
を活用しながら、グローバルで非連続な成長につなげていきます。そのた
めには、経営や投資の質そのものも高めていく必要があります。
　その上で、私は、現場で起きている変化を見れば見るほど、サトーがめ
ざしてきた方向性は、これからの社会に必要とされていくと感じていま
す。個品単位で正確な情報をつなぎ、企業や業界を越えて活用していく
流れは、すでに世界で動き始めており、PUTが描く世界も、今まさに社会
実装フェーズへ入り始めています。個品単位の情報を、現場で安定的に運
用し続けることは簡単ではありません。しかし私は、長年お客さまの現場
に向き合い続けてきたサトーだからこそ、個品データ社会を現場で機能
させる役割を果たせると確信しています。この変化を確かな成長につな
げ、企業価値の向上を着実に実現していきます。
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ありたい姿（2030年ビジョン）

Perfect and Unique Tagging を活用し、
あらゆるものが情報化され、
社会のうごきが最適化されている
未来の実現に貢献する
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